
技 

術 

情 

報 

間
違
っ
た
使
い
方
か
ら
学
ぶ
木
材
の
使
い
方
・
 

活
か
し
方
 
s
防
腐
・
防
蟻
処
理
編
S
 

株
式
会
社
ザ
イ
エ
ン
ス
 

営
業
本
部
技
術
支
援
 
谷

川

 

充
 

は
じ
め
に
 

一 

（
木
材
に
保
存
処
理
を
行
う
意
義
）
 

木
材
は
他
の
建
築
材
料
と
比
較
し
て
 

唯
一
c
o
2
を
蓄
積
で
き
、
製
造
時
の
 

c
o
2

の
排
出
量
が
少
な
い
、
環
境
に
 

や
さ
し
い
材
料
で
あ
る
こ
と
が
着
目
さ
 

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
木
を
 

使
用
す
る
機
会
が
少
な
か
っ
た
方
々
に
 

と
っ
て
は
、
何
を
ど
の
よ
う
に
使
え
ば
 

よ
い
か
？
・
 

と
い
う
最
初
の
段
階
で
ー
ー
 

の
足
を
踏
ん
だ
り
、
理
解
が
少
な
い
状
 

態
で
木
材
を
採
用
し
て
、
腐
朽
や
シ
ロ
 

ア
リ
被
害
が
発
生
し
て
し
ま
っ
た
事
例
 

が
少
な
か
ら
ず
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
 

思
わ
れ
る
。
 

木
材
の
保
存
（
防
腐
・
防
蟻
）
処
理
 

は
、
木
材
の
生
物
劣
化
を
制
御
し
て
長
 

期
間
使
用
し
て
い
く
こ
と
が
目
的
で
、
 

木
材
に
固
定
化
さ
れ
た
c
o
2
を
長
く
 

保
持
し
て
お
く
技
術
で
あ
る
。
 

本
稿
は
木
材
を
屋
外
構
造
物
と
し
て
 

長
く
使
用
し
て
い
く
た
め
に
、
ど
の
よ
 

う
な
点
に
気
を
つ
け
て
、
ど
の
よ
う
に
 

使
え
ば
良
い
か
？
・
 

に
つ
い
て
、
木
材
 

に
接
す
る
機
会
が
少
な
い
方
々
を
対
象
 

と
し
て
解
説
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
 

一
．
木
材
の
劣
化
要
因
の
特
徴
 

ま
ず
、
生
物
劣
化
は
建
築
材
料
の
内
、
 

木
材
の
み
で
見
ら
れ
る
劣
化
（
図
1
) 

で
、
生
態
系
の
 

中
で
は
普
遍
的
 

に
起
こ
っ
て
い
 

る
現
象
で
あ
る
。
 

劣
化
対
策
を
講
 

じ
る
前
に
、
生
 

物
劣
化
が
ど
の
 

(
 

認
「
蜂
で
△
編
 

を
理
解
し
て
お
 

太．光 

（業外線） 

温度、風、 

酸、汚染物質 
 -I ,ノ 

降雨・湿度 

※木材固有の劣化 

腐朽・蟻害 

（生物劣化） 

了・？ー 
'
 

．

一

 

図1 屋外構造物の外的劣化要因 

く
必
要
が
あ
る
。
 

生
物
劣
化
が
発
生
 
因
 

す
る
に
は
四
つ
の
条
 
硬
 

件
が
あ
る
（
表
1
）。
 

甘
 

条
件
の
ー
つ
を
最
適
 
眺
 

条
件
か
ら
外
せ
ば
生
 
批
 

物
劣
化
は
発
生
し
な
 
物
 

い
が
、
「
酸
素
」
と
 
生
 

「
温
度
」
は
制
御
が
不
 

表
 

生物劣化が発生する要因 

要因 概要・条件 

栄養源とし 
ての木材 

腐朽菌、シ口アリは木材成分を分解、 
消化して栄養源として生育する。 

2
 

水分 
木材含水率が25%- 150% 
白蟻は若干低めでも可 

3 酸素 呼吸のための酸棄が必要 

4 温度 10 ~ 35t 

可
能
な
た
め
、
対
策
と
し
て
は
、
「
栄
養
 

源
と
し
て
の
木
材
」
の
制
御
、
主
に
薬
剤
 

を
用
い
て
腐
朽
菌
や
シ
ロ
ア
リ
か
ら
防
御
 

す
る
こ
と
。
「
水
分
」
の
制
御
、
雨
水
の
 

滞
留
を
防
ぎ
、
部
材
を
乾
燥
状
態
に
保
 

つ
こ
と
（
構
造
・
設
計
面
）
の
二
つ
と
な
る
。
 

一
二
．
木
材
の
耐
久
性
や
使
い
方
、
ー
偏
欄
 

に
関
す
る
誤
解
や
疑
間
に
思
え
臨
 

「「－ 

高
耐
久
性
樹
種
に
つ
い
て
 

高
い
耐
朽
性
を
も
つ
と
し
て
輸
入
さ
 

れ
た
樹
種
が
日
本
で
早
期
に
腐
朽
が
発
 

生
し
た
事
例
が
あ
っ
た
。
 

八
丈
島
で
行
っ
た
耐
朽
性
試
験
で
も
、
 

ボ
ン
ゴ
シ
や
レ
ッ
ド
ウ
ツ
ド
、
サ
イ
プ
 

レ
ス
パ
イ
ン
等
は
一
〇
年
以
内
に
耐
用
 

年
数
に
達
し
た
。
こ
れ
ら
は
日
本
は
夏
 

季
に
湿
度
が
高
く
、
生
物
劣
化
が
激
し
 

い
環
境
で
あ
る
こ
と
に
起
因
す
る
も
の
 

で
あ
る
。
 

ま
た
、
国
産
材
で
は
ヒ
ノ
キ
は
耐
朽
 

性
が
高
い
認
識
が
あ
る
が
、
屋
外
の
ヒ
 

ノ
キ
の
ベ
ン
チ
が
九
年
で
腐
朽
し
た
事
 

例
が
あ
っ
た
。
森
林
総
合
研
究
所
の
デ
 

ー
タ
で
も
ヒ
ノ
キ
の
耐
用
年
数
は
七
年
 

程
度
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
樹
種
を
屋
外
 

で
使
用
す
る
場
合
に
は
何
ら
か
の
保
存
 

処
理
が
必
須
と
な
る
。
 

三
・
ニ
 

乾
燥
対
策
に
つ
い
て
 

日
部
材
の
乾
燥
対
策
 

写
真
1
は
柱
 

下
部
を
サ
ポ
ー
 

ト
す
る
た
め
に
 

根
巻
き
を
採
用
 

し
た
と
思
わ
れ
 

る
が
、
木
材
の
 

乾
燥
が
妨
げ
ら
 

れ
腐
朽
を
促
進
さ
せ
る
結
果
と
な
っ
た
 

事
例
で
あ
る
。
 

口
加
圧
式
保
存
処
理
時
の
木
材
の
乾
燥
 

写
真
2
は
木
 

、戸， 

‘ 

、
 

柵
の
手
摺
材
で
、
 

，‘ 

・－り 

材
料
が
乾
燥
不
 

ぐ

 

斗
、
 

足
の
ま
ま
加
圧
 

）叫「 

注
入
処
理
を
行
 

1 

コ‘、 

っ
た
結
果
、
薬
 

ミ
 

、
一
 

剤
の
浸
潤
が
不
 

』
（
 

・ 

i 

足
、
割
れ
が
発
生
し
て
内
部
で
腐
朽
が
 

発
生
し
た
。
（
図
2
) 

乾
燥
材
で
加
圧
注
入
処
理
を
行
う
こ
 

と
で
薬
剤
は
よ
り
深
く
、
割
れ
の
内
部
 

, 

さ 

写真2 手摺材に発生した腐 
朽（保存処理材） 
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写真1 柱下部の根巻きコン 
クリート内の腐朽 



に
も
浸
透
す
 

る
た
め
腐
朽
 

の
発
生
は
予
 

防
可
能
で
あ
 

る。 三
．
三
 

保
 

存
処
理
に
つ
 

い
て
 

H
薬
剤
・
保
 

存
処
理
方
 

法
 

あ
る
処
理
 

製
品
で
メ
ー
 

カ
ー
資
料
に
 

は
「
〇
〇
年
 

の
耐
朽
性
が
 

～以降 施工後－乾燥 加圧注入処理 加圧注入処理前 

◎
 

薬剤 

薬剤面積；小 割れ発生、未浸潤 雨水‘腐朽菌が侵 

部が露出 入、腐朽が進行 

未乾燥材に加圧注入処理を行った場合の腐朽の発生 

あ
る
」
と
記
載
さ
れ
て
い
た
が
、
数
年
 

で
腐
朽
が
発
生
し
た
事
例
が
あ
っ
た
。
 

屋
外
使
用
に
耐
え
る
評
価
デ
ー
タ
は
掲
 

載
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
 

薬
剤
や
保
存
処
理
方
法
を
決
定
す
る
 

場
合
は
、
メ
ー
カ
ー
独
自
の
デ
ー
タ
で
は
 

な
く
、
公
的
（
第
三
者
）
で
評
価
さ
れ
 

た
デ
ー
タ
で
判
断
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。
 

口
木
材
保
護
塗
料
と
表
面
処
理
用
防
腐
 

剤
の
違
い
 

図
面
の
特
記
仕
様
に
「
木
材
の
保
存
 

処
理
は
木
材
保
護
塗
料
（
国
七
）
塗
り
 

口
＞
留
品
）
と
す
る
」
と
記
載
さ
れ
た
事
 

例
が
あ
っ
た
が
、
木
材
保
護
塗
料
に
は
防
 

町
 

腐
性
能
の
性
能
基
準
が
規
定
さ
れ
て
な
い
。
 

表
面
処
理
で
防
腐
効
果
を
期
待
す
る
 

場
合
は
、
公
的
認
証
を
得
た
表
面
処
理
 

用
防
腐
剤
を
採
用
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

目
保
存
処
理
後
の
加
工
（
現
場
加
工
）
 

時
の
注
意
 

現
場
で
の
加
工
は
薬
剤
の
未
浸
潤
部
 

分
が
露
出
す
る
た
め
、
で
き
る
だ
け
行
 

わ
な
い
こ
と
が
望
ま
し
い
が
、
加
工
を
 

行
っ
た
場
合
、
前
述
の
表
面
処
理
用
防
 

腐
剤
を
塗
布
し
、
薬
剤
未
浸
潤
部
分
を
 

保
護
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

三
．
四
 

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
 

生
物
劣
化
の
早
期
発
見
に
は
、
ポ
イ
ン
 

ト
を
絞
っ
た
日
常
的
な
簡
易
点
検
と
、
詳
 

細
か
つ
全
体
を
網
羅
す
る
定
期
点
検
が
 

重
要
で
あ
る
。
点
検
の
概
要
や
具
体
的
な
 

内
容
に
つ
い
て
は
（
一
社
）
木
橋
技
術
協
 

会
、
（
公
社
）
日
本
木
材
保
存
協
会
で
発
 

行
さ
れ
て
い
る
資
料
類
を
参
照
さ
れ
た
い
。
 

四
．
木
材
の
保
存
処
理
に
 

関
連
す
る
規
格
 

木
材
の
保
存
処
理
関
連
の
規
格
に
は
 

]H
の
ン
ゆ
8
N

（
処
理
方
法
）
、
】
H
の
因
 

1571

（
薬
剤
の
性
能
）
、
製
材
の
」
＞
の
の
 

「
保
存
処
理
」
、
（
公
社
）
日
本
木
材
保
存
 

協
会
（
」
国
七
＞
）
の
薬
剤
規
格
や
優
良
 

木
質
建
材
認
証
事
業
（
>
D
）
の
認
証
制
 

度
が
あ
り
、
薬
剤
や
処
理
方
法
、
製
品
 

の
品
質
を
決
定
す
る
場
合
は
こ
れ
ら
の
 

公
的
規
格
を
参
考
と
す
る
べ
き
で
あ
る
。
 

五
．
メ
ー
カ
ー
や
発
注
者
（
管
理
 

者
）
が
留
意
す
る
べ
き
こ
と
 

木
材
に
 

は
耐
朽
性
、
 

薬
剤
の
浸
 

透
性
等
で
 

品
質
の
バ
 

ラ
ツ
キ
が
 

存
在
す
る
 

が
、
そ
の
 

対
策
と
し
 

て
、
実
際
 

の
保
存
処
 

理
木
材
製
 
表3 耐久性を向上させるために各工程で留」 意・配慮が必要な因子 

工程 メ―カ― 発注・管理者 

発注・受注 
納期、樹種、乾燥材の確保、保存処 
理仕様（薬剤・方法）の調整 

納期、樹種、図面、 
保存仕様（薬剤・方法・ 
基準）耐用（供用）年数 
の確認 設計 

雨水・乾燥・割れ低減対策・部材交 
換性 

加工 保存処理前に加工を行う 

保存処理 
木材含水率の確認 
薬剤・処理条件（公的・自社基準） 

施エ 
加工部・地際部の処理（塗布用薬剤 
の適用） 

引渡し 
メンテナンス 

維持管理手法の概要説明（日常点検、 
定期点検、精密点検） 

管理内容の確認と実施 
（日常点検） 

品
の
受
注
・
施
工
か
ら
引
渡
し
、
維
持
 

管
理
の
各
工
程
に
お
い
て
メ
ー
カ
ー
と
 

発
注
者
が
調
整
を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
 

ト
ラ
ブ
ル
や
事
故
の
発
生
を
最
大
限
減
 

ら
す
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
（
表
3
) 

六
．
ま
と
め
 

以
上
、
腐
朽
事
例
や
問
題
の
あ
る
事
 

例
を
基
に
、
ど
う
す
れ
ば
木
材
を
長
く
 

使
え
る
か
？
・
 

に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
。
 

さ
ら
に
要
約
す
る
と
、
 

・
木
材
の
耐
久
性
に
は
固
有
の
差
異
が
 

あ
る
が
、
耐
用
年
数
は
使
う
場
所
の
 

環
境
（
条
件
）
に
左
右
さ
れ
る
。
 

・
保
存
処
理
は
有
効
な
手
段
で
あ
り
、
 

適
切
な
含
水
率
管
理
、
薬
剤
、
処
理
 

方
法
を
採
用
す
る
。
 

・
乾
燥
や
雨
水
に
配
慮
し
た
設
計
や
、
 

以
降
の
適
切
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
重
 

要
で
あ
る
。
 

の
三
点
に
集
約
で
き
よ
う
。
 

最
後
に
生
態
系
の
中
で
産
出
さ
れ
る
 

有
益
な
材
料
で
あ
る
木
材
を
有
効
に
か
 

つ
長
く
使
っ
て
い
く
た
め
に
、
木
材
の
保
 

存
処
理
技
術
が
よ
り
広
く
浸
透
し
て
い
 

く
こ
と
を
願
っ
て
本
報
告
の
結
び
と
す
る
。
 

〈
参
考
資
料
〉
 

1
谷
川
充
一
高
耐
朽
性
樹
種
の
フ
ァ
ン
ガ
ス
セ
ー
フ
 

ー
試
験
に
よ
る
耐
朽
性
評
価
、
木
材
保
存
、
三
 

二
（
二
）
、
五
7
五
九
、
二
〇
O
六
 

2
（
一
社
）
木
橋
技
術
協
会
「
木
橋
の
点
検
マ
ニ
ュ
ア
 

ル
第
二
版
」
平
成
二
一
年
六
月
 

3
（
公
社
）
日
本
木
材
保
存
協
会
「
木
製
外
構
材
の
メ
 

ン
テ
ナ
ン
ス
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
 

谷
川
 
充
●
た
に
か
わ
 
み
つ
る
 

株
式
会
社
ザ
イ
ェ
ン
ス
 

営
業
本
部
技
術
支
援
チ
ー
フ
。
 

福
岡
県
生
ま
れ
。
農
学
博
士
。
木
橋
診
断
士
。
 

（
会
社
概
要
）
創
業
九
〇
年
を
超
え
る
木
材
・
木
質
材
料
 

の
研
究
開
発
型
メ
ー
カ
ー
。
木
材
の
保
存
処
理
技
術
を
 

通
じ
て
住
宅
資
材
や
遊
具
・
木
橋
等
の
外
構
製
品
、
保
 

存
薬
剤
、
産
業
資
材
等
の
開
発
、
設
計
、
製
造
、
施
工
 

を
行
い
、
地
球
環
境
と
生
活
環
境
づ
く
り
を
支
援
す
る
。
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